
「

運

命

」

天

月

火

馬

人



【

あ

ら

す

じ

】

死

刑

囚

の

谷

沢

は

事

件

の

真

相

を

語

り

始

め

る

。

谷

沢

は

能

力

者

で

『

人

の

不

幸

な

最

後

』

の

映

像

が

見

え

た

が

、

引

き

籠

る

人

生

を

貫

い

て

い

た

。

し

か

し

愛

す

る

陽

子

を

救

う

為

に

、

能

力

覚

醒

の

道

を

必

死

で

探

す

。

や

が

て

異

様

な

映

像

は

、

町

全

体

に

広

が

り

始

め

る
。

谷

沢

は

な

ん

と

か

原

因

を

突

き

止

め

、

陽

子

を

救

う

為

に

罪

を

犯

し

た

の

だ

っ

た

。

【

特

記

事

項

（

概

要

、

ア

ピ

ー

ル

ポ

イ

ン

ト

等

）

】

不

幸

な

能

力

者

の

切

な

い

恋

、

深

ま

る

謎

。

意

外

な

結

末

。

短

編

な

が

ら

も

楽

し

め

る

と

思

い

ま

す

。

【

本

編

の

文

字

数

】

５

０

７

７

文

字

。



【

人

物

表

】

（

名

前

・

年

齢

・

職

業

・

性

格

・

主

人

公

と

の

関

係

性

）

谷

沢

誠

司

。

３

０

才

。

能

力

者

。

陰

気

。

相

田

陽

子

。

１

８

才

。

陽

気

な

女

子

高

生

。

谷

沢

が

恋

し

て

い

る

。

林

田

紀

夫

。

４

２

才

。

谷

沢

の

真

実

を

聞

き

届

け

る

記

者

。

コ

ン

ビ

ニ

の

客

。

３

０

代

の

主

婦

な

ど

。

看

守

。

４

０

代

。
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〇

田

舎

（

朝

）

雪

景

色

。

山

の

頂

上

に

刑

務

所

が

見

え

る

、

〇

刑

務

所

・

面

会

室

・

外

（

朝

）

扉

の

前

に

看

守

と

林

田

紀

夫

（

４

２

）

、

ボ

サ

ボ

サ

の

髪

、

し

わ

く

ち

ゃ

の

コ

ー

ト

。

看

守

、

扉

を

開

け

て

や

る

。

看

守

「

こ

ち

ら

で

す

䢧

䢧

」

林

田

「

ど

も

ど

も

！

」

〇

刑

務

所

・

面

会

室

・

中

（

朝

）

林

田

、

入

っ

て

来

る

。

ガ

ラ

ス

の

向

こ

う

に
、

谷

沢

誠

司

（

３

０

）

。

清

潔

感

が

あ

る

、

坊

主

。

立

っ

て

、

お

辞

儀

し

て

、

ま

た

座

る

。

林

田

、

会

釈

す

る

と

、

谷

沢

を

見

て

驚

く

。

林

田

「

死

刑

囚

だ

と

聞

い

て

覚

悟

し

て

来

た

ん

で

す

が

䢧

䢧

い

や

あ

、

虫

も

殺

せ

な

い

様

な

䢧

䢧

」

谷

沢

「

ハ

ハ

、

よ

く

言

わ

れ

ま

す

」

林

田

、

座

る

と

、

レ

コ

ー

ダ

ー

を

横

に

置

く
。

林

田

「

谷

沢

さ

ん

、

早

速

で

あ

い

す

み

ま

せ

ん

。

ハ
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イ

ジ

ャ

ッ

ク

殺

人

事

件

の

䢧

䢧

真

実

が

聞

け

る

と

聞

い

て

、

編

集

長

の

許

可

も

待

た

ず

に

飛

ん

で

来

た

ん

で

す

が

！

」

谷

沢

、

少

し

た

め

ら

う

。

谷

沢

「

罪

を

逃

れ

る

為

の

作

り

話

と

思

う

な

ら

、

そ

れ

で

も

構

い

ま

せ

ん

が

䢧

䢧

で

も

、

今

か

ら

話

す

事

は

全

て

真

実

な

ん

で

す

。

僕

は

た

だ

、

死

刑

執

行

前

に

、

全

て

を

誰

か

に

話

し

て

お

き

た

か

っ

た

䢧

䢧

」

林

田

「

（

顎

を

撫

で

な

が

ら

）

な

る

ほ

ど

䢧

䢧

」

林

田

、

前

屈

み

に

な

る

。

林

田

「

で

は

！

」

林

田

、

レ

コ

ー

ダ

ー

の

ス

イ

ッ

チ

を

押

す

。

谷

沢

、

う

つ

む

く

と

、

ゆ

っ

く

り

話

し

始

め

る

。

〇

田

舎

町

（

朝

）

谷

沢

Ｎ

「

あ

れ

は

䢧

䢧

五

年

前

程

の

事

で

し

た

䢧

䢧
」

山

や

田

ん

ぼ

ば

か

り

。

小

さ

な

商

店

街

の

中

に

コ

ン

ビ

ニ

。
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〇

コ

ン

ビ

ニ

・

中

（

朝

）

谷

沢

（

２

５

）

、

前

髪

は

目

を

隠

す

位

。

黙

々

と

品

出

し

。

谷

沢

Ｎ

「

僕

は

昔

か

ら

、

出

る

杭

は

打

た

れ

る

、

の

精

神

で

、

な

る

べ

く

社

会

か

ら

身

を

離

し

て

、

特

に

夢

も

持

た

ず

に

生

き

て

来

ま

し

た

」

谷

沢

、

う

つ

む

い

て

黙

々

と

レ

ジ

を

こ

な

す
。

谷

沢

Ｎ

「

で

す

が

、

そ

ん

な

思

い

と

は

裏

腹

に

、

実

は

僕

に

は

、

幼

い

頃

か

ら

あ

る

特

殊

能

力

が

あ

っ

た

の

で

す

」

谷

沢

「

（

小

声

）

千

五

百

円

に

な

り

ま

す

䢧

䢧

」

谷

沢

、

客

Ａ

の

手

に

少

し

触

れ

る

。

谷

沢

、

電

撃

を

受

け

た

様

に

ビ

ク

ン

。

急

に

、

客

Ａ

の

顔

が

、

ブ

ク

ブ

ク

と

水

ぶ

く

れ

な

り

、

ボ

ロ

ボ

ロ

と

剥

げ

出

し

、

中

の

真

皮

が

見

え

て

く

る

。

谷

沢

「

う

、

う

わ

あ

っ

！

」

谷

沢

、

頭

を

抱

え

て

、

そ

の

場

に

座

り

こ

む
。

客

Ａ

「

ち

ょ

っ

と

！

あ

な

た

大

丈

夫

？

」
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客

Ａ

の

顔

は

な

ん

と

も

な

い

。

谷

沢

「

い

、

い

え

！

」

谷

沢

、

ヨ

ロ

ヨ

ロ

と

立

ち

上

が

り

、

お

金

を

受

け

取

る

。

谷

沢

「

あ

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

䢧

䢧

」

客

Ａ

、

怪

訝

な

表

情

で

去

っ

て

行

く

。

谷

沢

Ｎ

「

実

は

僕

は

、

本

当

に

た

ま

に

で

す

が

、

触

れ

た

相

手

の

情

報

が

映

像

で

見

え

て

し

ま

う

の

で

す

。

で

す

が

一

つ

だ

け

条

件

が

あ

り

ま

し

た

」

〇

谷

沢

の

ア

パ

ー

ト

（

夕

）

谷

沢

の

部

屋

に

灯

り

。

〇

谷

沢

の

ア

パ

ー

ト

・

部

屋

（

夕

）

谷

沢

、

夕

飯

を

食

べ

な

が

ら

Ｔ

Ｖ

。

谷

沢

、

急

に

手

が

止

ま

る

。

ニ

ュ

ー

ス

に

客

Ａ

の

顔

。

火

事

で

焼

死

。

谷

沢

Ｎ

「

そ

れ

は

、

見

え

る

の

は

い

つ

も

䢧

䢧

不

幸

な

死

に

方

を

し

た

未

来

だ

け

、

な

の

で

す

」

谷

沢

、

リ

モ

コ

ン

で

ア

ニ

メ

に

変

え

る

。
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谷

沢

、

笑

い

な

が

ら

ま

た

夕

飯

を

食

べ

る

。

谷

沢

Ｎ

「

そ

の

未

来

は

い

つ

来

る

の

か

、

原

因

は

何

な

の

か

？

な

ぜ

僕

な

の

か

？

そ

れ

ら

は

一

切

わ

か

り

ま

せ

ん

。

た

だ

見

え

る

の

で

す

。

相

手

の

恐

怖

に

満

ち

た

最

後

の

顔

が

䢧

䢧

」

〇

コ

ン

ビ

ニ

・

中

（

朝

）

谷

沢

、

黙

々

と

品

卸

し

。

谷

沢

Ｎ

「

で

す

が

も

ち

ろ

ん

、

僕

は

そ

ん

な

人

達

を

救

う

事

等

は

せ

ず

、

相

変

わ

ら

ず

毎

日

を

ひ

っ

そ

り

と

生

き

て

い

ま

し

た

」

谷

沢

、

う

つ

む

い

て

黙

々

と

レ

ジ

を

こ

な

す
。

谷

沢

「

し

か

し

、

そ

ん

な

あ

る

日

䢧

䢧

」

自

動

ド

ア

が

開

く

。

谷

沢

「

（

小

声

）

い

ら

っ

し

ゃ

䢧

䢧

」

相

田

陽

子

（

１

８

）

、

黒

髪

の

美

少

女

、

学

校

の

制

服

姿

。

入

っ

て

来

る

。

谷

沢

、

陽

子

に

見

と

れ

て

い

る

。

陽

子

、

ふ

い

に

振

り

返

り

、

谷

沢

と

目

が

合

う

。

谷

沢

、

慌

て

て

目

を

逸

ら

す

。
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陽

子

、

少

し

微

笑

む

と

、

店

内

を

ま

わ

る

。

谷

沢

、

レ

ジ

打

ち

し

な

が

ら

陽

子

を

何

度

も

チ

ラ

見

。

谷

沢

Ｎ

「

彼

女

は

そ

れ

か

ら

、

決

ま

っ

た

時

間

に

コ

ン

ビ

ニ

に

来

る

様

に

な

り

、

僕

は

コ

ッ

ソ

リ

そ

れ

に

勤

務

時

間

を

合

わ

せ

る

様

に

な

り

ま

し

た

。

で

す

が

そ

こ

ま

で

で

精

一

杯

。

こ

ん

な

僕

が

告

白

な

ど

す

る

訳

が

あ

り

ま

せ

ん

」

〇

路

地

（

朝

）

谷

沢

「

ゴ

ミ

出

し

行

っ

て

き

ま

～

す

」

谷

沢

、

コ

ン

ビ

ニ

か

ら

出

て

来

る

。

陰

か

ら

、

急

に

人

影

が

飛

び

出

す

。

谷

沢

「

（

身

構

え

る

）

な

、

何

？

！

」

陽

子

「

お

兄

さ

ん

、

い

つ

も

あ

た

し

の

事

䢧

䢧

見

て

る

よ

ね

！

」

谷

沢

「

え

！

あ

、

あ

の

！

」

谷

沢

、

慌

て

て

辺

り

を

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

。

陽

子

「

大

丈

夫

、

怖

い

彼

氏

と

か

連

れ

て

来

て

な

い

か

ら

」
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陽

子

、

手

を

差

し

出

し

、

待

つ

。

谷

沢

「

は

？

」

陽

子

「

あ

た

し

、

相

田

陽

子

。

ピ

ッ

チ

ピ

チ

の

Ｊ

ｋ

だ

よ

！

」

谷

沢

「

は

？

」

陽

子

「

だ

か

ら

、

Ｏ

Ｋ

っ

て

事

よ

、

付

き

合

っ

て

あ

げ

る

！

お

兄

さ

ん

、

い

つ

も

し

ょ

げ

て

て

、

叱

ら

れ

た

ワ

ン

ち

ゃ

ん

み

た

い

で

可

愛

い

ん

だ

も

ん

！

」

谷

沢

「

え

！

あ

！

そ

、

そ

の

、

あ

の

䢧

䢧

」

谷

沢

、

思

わ

ず

息

を

の

ん

で

、

そ

ろ

そ

ろ

と

手

を

出

す

。

〇

（

回

想

）

コ

ン

ビ

ニ

・

中

（

朝

）

客

Ａ

の

顔

が

ド

ロ

ド

ロ

解

け

て

い

く

。

〇

元

の

路

地

（

朝

）

谷

沢

「

ひ

っ

！

」

谷

沢

、

慌

て

て

手

を

引

っ

込

め

る

。

陽

子

「

䢧

䢧

振

ら

れ

た

の

、

あ

た

し

初

め

て

だ

よ

」
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谷

沢

「

い

、

嫌

！

あ

の

！

こ

、

こ

れ

に

は

深

い

訳

が

䢧

䢧

」

陽

子

「

何

よ

、

い

つ

も

チ

ラ

見

し

て

た

ク

セ

に

～

」

谷

沢

「

あ

、

あ

れ

は

、

偶

然

の

重

な

り

で

䢧

䢧

」

陽

子

「

偶

然

？

！

あ

れ

が

？

ヤ

バ

、

お

兄

さ

ん
、

面

白

い

！

」

陽

子

、

笑

い

な

が

ら

、

跳

ね

る

よ

う

に

去

っ

て

行

く

。

〇

コ

ン

ビ

ニ

・

外

（

夕

）

谷

沢

、

疲

れ

た

表

情

で

出

て

行

く

。

谷

沢

「

お

疲

れ

様

、

お

先

に

失

礼

し

ま

～

す

」

谷

沢

が

歩

い

て

い

る

と

、

急

に

陽

子

が

飛

び

出

し

て

来

る

。

陽

子

「

あ

ら

、

お

兄

さ

ん

！

偶

然

だ

な

あ

～

、

エ

へ

ヘ

ヘ

」

谷

沢

「

（

う

つ

む

い

て

、

赤

面

）

䢧

䢧

」

〇

路

地

（

夕

）

谷

沢

、

陽

子

と

並

ん

で

歩

い

て

い

る

。
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谷

沢

、

常

に

モ

ジ

モ

ジ

し

て

い

る

。

陽

子

「

お

兄

さ

ん

は

、

ど

ん

な

女

の

子

が

好

き

な

の

？

」

谷

沢

「

あ

！

ぼ

、

僕

は

䢧

䢧

彼

女

と

か

、

作

る

気

は

全

然

䢧

䢧

」

陽

子

「

大

人

し

そ

う

な

顔

し

て

䢧

䢧

意

外

に

い

じ

わ

る

な

ん

だ

ね

䢧

䢧

」

谷

沢

「

え

？

い

や

！

べ

、

別

に

そ

う

い

う

意

味

じ

ゃ

䢧

䢧

」

陽

子

、

谷

沢

に

す

り

寄

っ

て

来

る

。

陽

子

「

フ

ァ

ミ

レ

ス

行

こ

。

お

家

に

帰

っ

て

も

、

い

つ

も

パ

パ

と

マ

マ

が

ケ

ン

カ

し

て

て

、

つ

ま

ん

な

い

ん

だ

あ

䢧

䢧

」

陽

子

、

谷

沢

の

手

を

握

ろ

う

と

し

て

来

る

。

谷

沢

「

ち

ょ

っ

、

や

め

っ

䢧

䢧

」

谷

沢

、

慌

て

て

陽

子

の

手

を

避

け

る

。

陽

子

、

急

に

立

ち

止

ま

る

。

陽

子

「

も

う

い

い

！

」

陽

子

、

後

へ

走

り

出

す

。

谷

沢

「

あ

っ

！

だ

か

ら

訳

が

あ

る

ん

だ

っ

て

ば

！
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ち

ょ

っ

、

待

っ

て

っ

！

」

谷

沢

、

慌

て

て

陽

子

の

手

を

掴

む

。

谷

沢

、

電

撃

を

受

け

た

様

に

ビ

ク

ン

。

振

り

向

い

た

陽

子

。

そ

の

可

愛

い

顔

が

、

ま

る

で

重

機

に

押

し

つ

ぶ

さ

れ

た

様

に

メ

リ

メ

リ

と

ひ

し

ゃ

げ

て

い

く

。

谷

沢

「

う

、

う

わ

あ

あ

あ

あ

あ

！

」

谷

沢

、

よ

ろ

け

て

後

に

転

ぶ

。

陽

子

「

ど

っ

、

ど

う

し

た

の

？

！

」

陽

子

、

手

を

差

し

出

す

。

そ

の

顔

は

戻

っ

て

い

る

。

谷

沢

、

全

身

が

勝

手

に

震

え

な

が

ら

立

つ

。

陽

子

「

お

兄

䢧

䢧

さ

ん

？

」

谷

沢

、

急

に

陽

子

に

背

を

向

け

走

り

出

す

。

谷

沢

「

嘘

だ

！

そ

ん

な

の

嘘

だ

あ

！

」

〇

図

書

館

・

中

谷

沢

、

机

で

、

横

に

厚

い

本

を

数

冊

重

ね

て
、

熱

心

に

本

を

読

ん

で

い

る

。

谷

沢

Ｎ

「

僕

の

薄

暗

い

人

生

に

差

し

込

ん

だ

、

た

っ
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た

一

つ

の

光

、

陽

子

。

僕

は

そ

ん

な

陽

子

を

救

っ

て

あ

げ

た

い

。

こ

う

し

て

、

こ

ん

な

僕

が

生

ま

れ

て

初

め

て

、

誰

か

の

為

に

奮

い

立

っ

た

の

で

す

。

そ

し

て

僕

は

、

昼

も

夜

も

、

自

分

の

能

力

に

つ

い

て

勉

強

し

ま

し

た

」

〇

谷

沢

の

ア

パ

ー

ト

（

夜

）

谷

沢

、

必

死

で

ス

マ

ホ

を

い

じ

っ

て

い

る

。

谷

沢

Ｎ

「

ど

う

や

ら

僕

の

能

力

は

サ

イ

コ

メ

ト

リ

ー

と

言

う

ら

し

い

で

す

。

で

す

が

、

あ

の

出

来

事

が

い

つ

来

る

の

か

？

な

ぜ

起

こ

る

か

？

そ

れ

ら

を

探

る

能

力

を

覚

醒

さ

せ

る

に

は

䢧

䢧

」

谷

沢

、

机

に

う

つ

ぶ

せ

で

、

ス

マ

ホ

片

手

に

寝

落

ち

。

谷

沢

Ｎ

「

今

の

僕

で

は

䢧

䢧

ま

だ

無

理

な

様

で

し

た

䢧

䢧

」

〇

コ

ン

ビ

ニ

・

中

（

朝

）

谷

沢

、

倉

庫

で

在

庫

確

認

。

谷

沢

Ｎ

「

あ

れ

か

ら

陽

子

は

来

な

く

な

り

ま

し

た

。
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ゴ

メ

ン

の

一

言

も

言

え

な

い

ま

ま

䢧

䢧

」

谷

沢

、

う

つ

む

い

て

黙

々

と

レ

ジ

を

こ

な

す
。

客

Ｂ

が

先

頭

、

次

に

客

Ｃ

、

客

Ｄ

。

谷

沢

Ｎ

「

で

す

が

そ

れ

か

ら

、

信

じ

ら

れ

な

い

現

象

が

始

ま

っ

た

の

で

す

」

谷

沢

「

（

小

声

）

あ

り

が

と

う

ご

ざ

䢧

䢧

」

客

Ｂ

、

上

半

身

が

ひ

し

ゃ

げ

て

い

く

。

谷

沢

「

ひ

っ

！

」

客

Ｃ

、

客

Ｄ

も

そ

れ

ぞ

れ

に

ひ

し

ゃ

げ

て

い

く

。

谷

沢

、

瞬

き

を

一

つ

す

る

と

、

何

事

も

無

か

っ

た

様

に

消

え

る

。

谷

沢

、

額

に

汗

が

流

れ

る

。

谷

沢

Ｎ

「

僕

は

近

づ

く

だ

け

で

僕

は

映

像

が

見

え

る

様

に

な

っ

て

お

り

、

そ

し

て

、

こ

の

お

ぞ

ま

し

い

現

象

は

、

一

日

だ

け

で

も

数

件

、

一

週

間

に

な

る

と

数

十

件

と

増

え

て

い

き

ま

し

た

䢧

䢧

ま

る

で

呪

い

だ

と

恐

怖

に

震

え

上

が

り

ま

し

た

。

こ

の

田

舎

町

で

、

一

体

何

が

起

き

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

？

と
」
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〇

谷

沢

の

ア

パ

ー

ト

・

中

（

夜

）

谷

沢

、

地

図

を

広

げ

て

、

マ

ジ

ッ

ク

で

点

を

打

つ

。

谷

沢

Ｎ

「

僕

は

、

あ

の

映

像

を

見

る

と

、

そ

の

人

が

ど

の

辺

り

に

住

ん

で

い

る

か

を

店

長

等

か

ら

聞

き

出

し

て

、

地

図

上

に

一

件

づ

つ

、

点

を

打

っ

て

い

き

ま

し

た

。

能

力

の

覚

醒

に

希

望

が

持

て

な

く

な

っ

た

今

、

陽

子

を

助

け

る

為

の

手

が

か

り

が

、

と

に

か

く

何

で

も

い

い

か

ら

欲

し

か

っ

た

の

で

す

。

し

か

し

、

現

実

は

厳

し

く

、

た

だ

時

間

だ

け

が

過

ぎ

て

い

き

ま

し

た

」

谷

沢

、

地

図

を

見

て

、

大

き

な

た

め

息

。

谷

沢

「

で

す

が

、

一

か

月

も

過

ぎ

た

頃

、

点

は

数

百

件

に

も

及

び

、

僕

の

努

力

は

、

予

想

外

の

方

向

で

䢧

䢧

よ

う

や

く

実

っ

た

の

で

す

！

」

谷

沢

「

こ

、

こ

れ

は

䢧

䢧

」

地

図

の

上

に

、

ジ

ェ

ッ

ト

機

の

形

が

浮

か

び

上

が

っ

て

い

る

。

そ

れ

は

多

少

の

隙

間

が

あ

り

な

が

ら

も

、

巨

大

な

ジ

ェ

ッ

ト

機

が

地

面

を

滑

っ

て

行

く

様

子

に

見

え

た

。
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谷

沢

「

墜

落

す

る

ん

だ

䢧

䢧

ジ

ェ

ッ

ト

機

が

、

こ

の

町

に

！

」

〇

刑

務

所

・

面

会

室

・

中

（

朝

）

林

田

「

そ

れ

で

ハ

イ

ジ

ャ

ッ

ク

し

た

と

？

䢧

䢧

抵

抗

し

た

機

長

を

殺

し

て

ま

で

？

」

谷

沢

「

は

い

、

そ

の

通

り

で

す

。

も

ち

ろ

ん

、

殺

人

は

予

定

外

で

し

た

䢧

䢧

」

林

田

「

あ

、

で

も

、

映

像

の

出

来

事

は

、

い

つ

起

こ

る

か

わ

か

ん

な

い

の

で

は

？

飛

行

機

の

便

の

特

定

は

？

」

谷

沢

「

あ

の

映

像

が

見

え

た

人

の

中

に

は

、

こ

の

田

舎

町

に

旅

行

で

一

瞬

だ

け

来

て

い

た

人

も

数

名

い

ま

し

た

。

そ

れ

で

出

来

事

が

起

こ

る

日

付

と

時

間

は

特

定

出

来

ま

し

た

」

林

田

「

う

う

む

、

そ

れ

で

も

ね

え

䢧

䢧

え

え

と

、

薬

物

で

の

逮

捕

歴

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

よ

ね

？

」

谷

沢

「

だ

か

ら

最

初

に

言

っ

た

で

し

ょ

う

、

信

じ

な

く

て

も

い

い

、

罪

逃

れ

も

す

る

気

も

な

い

。

僕

は

た

だ

、

誰

か

に

真

実

を

話

し

て

お

き

た

か

っ

た

ん
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で

す

」林

田

、

腕

を

組

ん

で

ま

だ

唸

っ

て

い

る

。

谷

沢

「

で

は

、

僕

か

ら

の

話

は

以

上

で

す

。

聞

い

て

下

さ

り

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

䢧

䢧

」

谷

沢

、

立

ち

上

が

り

、

お

辞

儀

を

す

る

と

、

林

田

に

背

を

向

け

出

て

行

こ

う

と

す

る

。

林

田

「

あ

！

最

後

に

一

つ

」

谷

沢

「

（

振

り

返

る

）

は

い

？

」

林

田

「

い

ま

ま

で

、

出

る

杭

は

打

た

れ

る

精

神

で

、

社

会

か

ら

離

れ

て

生

き

て

来

た

の

に

䢧

䢧

な

ぜ

、

陽

子

さ

ん

だ

け

は

䢧

䢧

自

分

が

罪

を

犯

し

て

ま

で

も

、

救

い

た

い

と

思

っ

た

の

で

す

か

？

」

谷

沢

、

林

田

に

背

を

向

け

る

。

谷

沢

「

運

命

の

出

会

い

䢧

䢧

そ

う

思

っ

た

か

ら

で

す
」

谷

沢

、

少

し

微

笑

む

と

部

屋

を

出

て

行

く

。

林

田

、

大

き

な

溜

息

を

つ

く

と

、

乱

暴

に

レ

コ

ー

ダ

ー

の

ス

イ

ッ

チ

を

切

る

。

〇

刑

務

所

・

独

房

・

中

（

朝

）

谷

沢

、

小

さ

な

窓

か

ら

青

空

を

見

て

い

る

。
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看

守

、

扉

を

開

け

、

何

か

を

言

う

。

谷

沢

、

悟

り

切

っ

た

表

情

で

立

ち

上

が

る

。

看

守

に

連

れ

ら

れ

、

谷

沢

は

歩

き

出

す

。

谷

沢

Ｍ

「

実

は

、

僕

は

見

た

ん

だ

䢧

䢧

幼

い

頃

、

あ

る

朝

に

」

〇

刑

務

所

・

長

い

廊

下

（

朝

）

谷

沢

、

看

守

の

後

を

付

い

て

歩

く

。

谷

沢

Ｍ

［

そ

れ

は

、

大

人

に

な

っ

た

僕

が

首

を

吊

ら

れ

て

死

ぬ

映

像

だ

っ

た

。

そ

の

時

、

僕

は

悟

っ

た
、

こ

れ

は

僕

の

未

来

な

の

だ

䢧

䢧

と

」

谷

沢

、

看

守

の

後

を

付

い

て

歩

く

。

谷

沢

Ｍ

「

そ

れ

か

ら

の

僕

は

、

な

る

べ

く

社

会

か

ら

離

れ

る

様

に

生

き

て

来

た

。

あ

の

不

幸

な

未

来

が
、

現

実

化

し

な

い

様

に

䢧

䢧

」

〇

刑

務

所

・

死

刑

執

行

所

（

朝

）

看

守

、

谷

沢

、

入

っ

て

来

る

。

窓

の

向

こ

う

の

記

者

達

が

一

斉

に

谷

沢

を

見

つ

め

る

。
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谷

沢

Ｍ

「

す

る

と

、

驚

い

た

事

に

、

僕

が

そ

う

す

る

度

に

、

そ

の

映

像

は

時

折

現

れ

、

揺

ら

ぐ

よ

う

に

薄

く

な

っ

て

い

っ

た

ん

だ

」

谷

沢

、

窓

の

向

こ

う

を

注

意

深

く

見

回

す

。

陽

子

は

い

な

い

。

フ

ッ

と

悲

し

気

に

笑

う

。

谷

沢

、

一

歩

踏

み

出

す

。

谷

沢

、

顔

を

上

げ

る

と

、

目

前

に

首

吊

り

台
。

谷

沢

「

だ

け

ど

、

陽

子

に

出

会

っ

て

わ

か

っ

た

。

あ

れ

は

僕

の

不

幸

な

未

来

な

ん

か

じ

ゃ

な

か

っ

た

。

あ

れ

は

僕

の

、

運

命

の

出

会

い

を

告

げ

る

も

の

だ

っ

た

ん

だ

䢧

䢧

」

谷

沢

、

満

足

そ

う

に

笑

顔

を

浮

か

べ

る

と

、

台

に

向

か

っ

て

ゆ

っ

く

り

歩

き

出

す

。


